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Abstract

The challenges female athletes face, particularly the Female Athlete Triad, persist. 
However, effective weight management methods in this context remain unclear. This study 
aims to clarify the weight management strategies used by female collegiate athletes in 
aesthetic sports, explore their perceptions of weight management, AEBS-NV was used to 
measure the tendency of eating behavior disorder and group interviews were conducted to 
compare the results by the level of eating behavior disorder. The results showed that 
“Methods related to Eating” were most frequently used regardless of the risk of abnormal 
eating behavior. Additionally, methods focused on body water regulation were commonly 
used in aesthetic competitions. Many athletes in the high-risk group reported feeling that 
they lacked control over their weight despite actively managing it. Future development of 
weight management guidelines for aesthetic sports could lead to a reduced risk of 
abnormal eating behavior in female athletes.
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Ⅰ　緒　言
　近年，スポーツ界における女性アスリートが
陥りやすい健康問題として「女性アスリートの
三主徴（Female Athlete Triad：以下 FAT）」
がしばしば取り挙げられている．FAT とは，
1992 年アメリカスポーツ医学会（American 
College of Sports Medicine: 以下 ACSM）によ

って初めて提唱され，その後 2007 年に再定義
された女性アスリートに多い健康問題であり，

「利用可能エネルギーの不足（摂食障害の有無
にかかわらない）」，「視床下部性無月経」，「骨
粗鬆症」の三つを指す（Nattiv et al., 2007）．
これらの 3 症状は，共に関係し合いながら長い
期間をかけて発現することが明らかになってお
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り（Nattiv et al.,2007；De Souza et al.,2014），
日本においても問題視され，知識や情報を知り
活用する能力が必要であるとされている（相澤，
2015）．FAT が発現する要因の一つとして，利
用可能なエネルギー量が不足している状態が継
続することが挙げられ，症状を改善するために
は，第一に，必要なエネルギー量を十分に摂取
し，確保することが重要であることが指摘され
ている（須永，2018）．我が国においても，女
性アスリートを対象とした研究やプロジェクト
等の活動が拡大してきている．なかでも，アス
リートの食行動に関する研究は増加傾向にあ
り，女性アスリートの三主徴の予防に繋がる知
見が報告されている．例えばアスリートは，非
アスリートと比較して摂食障害の発症率が高く

（Bratland-Sanda and Sundgot-Borgen, 2013），
審美系や体重階級制度のある競技，持久力系の
競技において，よりそのリスクが高まるとされ
ている（Joy and Nattiv, 2016）．これらの傾向
は国内アスリートを対象にした研究においても
同様であることが報告されている（山崎・中込，
1998；湯地・鈴木，2021）．摂食障害発症の前
段階とされている食行動異常においても同様に
審美系や体重階級制度のある競技といった体重
に関心を持ちやすく，痩身を望まれるかつ容姿
が総合的な競技の評価をする上で重要視される
競技で多いこと（小牧・竹中，2001）が報告さ
れており，摂食障害予防の観点からも早期に食
行動異常を発見することは重要であるといえ
る．
　また，体重階級制競技では選択した階級に合
わせて減量や増量を必要とするアスリートがい
る（国立スポーツ科学センター，2019）一方で，
審美系のアスリートは日常的に減量を行ってい
ることが多いと報告されている（小清水，2008）．
体重階級制競技における減量方法の実態調査に
よると，大学生アスリートの多くが発汗および
食事調整の併用を用いていることが報告されて
いるだけでなく（久家ほか，2006），柔道やレ
スリングでは短期間での減量を指す急速減量
が用いられていることが明らかになっている

（Smith and Stanitski, 1986； 相澤ほか , 2007）．

トップアスリートを対象に体重調整の心理に関
するインタビューを行った調査では，実際に用
いている方法として食事量の調整および飲水の
制限が挙げられており，体重調整を競技力向上
の手段と捉えていたことが報告されている（井
上，2021）．このように，体重階級制競技では競
技レベルに関わらず急速減量が用いられている
現状から，心身への悪影響が問題視され「体重
階級制競技のウエイトコントロールガイドブッ
ク」が作成されている（国立スポーツ科学セン
ター，2019）．しかし，審美系競技のアスリー
トにおける減量を含む体重管理方法に関する研
究はほとんど行われておらず，関連する食行動
異常に関する研究はトップアスリートを対象に
したものが多い．審美系競技においても体重管
理に伴うアスリートの健康やコンディショニン
グへの悪影響が懸念される中，明確な基準やガ
イドラインを作成する上でも体重管理の現状を
把握する必要がある．また，トップレベル以外
の，特に心身の成長段階にある年齢層の女性ア
スリートが実際に現場で主にどのような方法を
用いて体重管理をしており，体重管理について
どのように捉えているかについては未だ明らか
になっていない．
　そこで，本研究では，食行動異常のリスクが
高いとされている競技の 1 つである審美系競技
に取り組む女子大学生アスリートを対象に，ど
のような方法で体重管理を行い，体重管理に対
してどのように捉えているのかを明らかにする
ことを目的とした．また，対象者集団の食行動
異常リスクを測定した上で，ハイリスク群およ
び非ハイリスク群に分類し，リスクの高低にお
ける違いについても検討を行った．なお，研究
では調査開始時点から統一して，体重の維持・
減量を含めた体重の管理に関わる行動を「体重
管理」として用いている．

Ⅱ　調査方法
　本調査を実施するにあたり，書面及び口頭で
研究の趣旨を説明した上で同意を得た後，参加
意思のある者のみを対象に十分な倫理的配慮を
行って実施した．なお，本研究は大阪体育大学
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の研究倫理審査で承認を得たものである（承認
番号 22–41）．

１．調査対象者
　体育系大学に在籍する女子体操競技部に所属
する現役アスリート 15 名のうち，同意を得た
14 名（年齢＝ 19.43 歳， SD = 1.3）を対象者とし，
質問紙調査およびグループインタビューを行っ
た．また，本研究に参加したアスリートたちは
競技歴が平均 12 年と長く，半数以上が幼い頃
から競技に取り組んでいる．また，毎年，全国
大会規模の試合に出場している常連校であり，
比較的競技レベルの高いチームに所属するアス
リートである．
　
２．調査内容
１）フェイスシート
　名前，年齢，競技歴，身長，体重，理想の体
重，同居の有無，食行動異常の傾向に関する回
答を求めた．食行動異常の傾向は，対象者であ
る集団の食行動異常レベルを測定する目的で実
施し，山蔦ほか（2016）の新版食行動異常傾向

測定尺度（Abnormal Eating Behavior Scale 
new version：以下 AEBS‒NV）を用いた．

２）グループインタビュー
　本研究では，食行動や体重管理に関する内容
について尋ねるため，アスリートにとってデリ
ケートな内容である可能性があり，個別インタ
ビューでは本音を聞き出しづらいことが懸念さ
れた．そこで，似た境遇のアスリート同士の会
話の中からより本音に近い部分を聞き出すこと
を目的として 3 - 5 名のグループインタビュー
の形で実施した．グループの分配は学年ごとに
行い，所要時間は 1 時間程度であった．半構造
化インタビューを用いて行い，インタビューガ
イドの内容をもとに進めた（図 1）．インタビ
ューの内容は，分析の際に逐語化を行う旨を対
象者に説明し，許可を得た上で IC レコーダー
を用いて録音した．
　
３．分析方法
　食行動異常度を測定した AEBS-NV の結果
は，山蔦ほか（2016）に記された得点集計方法
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図 1 インタビューガイド 
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図１　インタビューガイド
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を基に各下位尺度の得点および尺度合計得点を
算出し，対象者の属性を判断する指標とした．
　グループインタビューによって得たデータ
は，KJ 法（川喜田，1967）を用いて分析を行
った．分析は，KJ 法の手法を簡便にまとめた
田中（2013）を参考にした．ラベルとデータの
比較から各カテゴリーの名前付けまでの作業
は，筆者の主観が影響しないように，主として
社会学領域で Ph.D. を取得し，女性のライフス
タイルに対する専門的な知識を持つ女性の研究
者 1 名と，スポーツ心理学を専攻している大学
院生 1 名と共に行った．
　
Ⅲ　結　果
１．対象者の属性
　AEBS-NV によって得られた食行動異常傾向
の結果，「非機能的ダイエット」「食事へのとら
われ」「むちゃ食い」の 3 つすべての下位尺度
で，4 名がカットオフ値を超えていた．また，
尺度合計点が異常値であった者は 7 名であり，
対象者 14 名のうち半数が食行動異常ハイリス
ク群である可能性が示唆された．各因子の得点
においては，全ての下位尺度でカットオフ値以
下であった者は 1 名のみであり，対象者の多く
が何かしらの異常な食行動を行っている可能性
が示唆された（表 1）．AEBS-NV は，女子学生
における食行動異常傾向を連続線上で評価する
ことができる尺度であり，摂食障害のスクリー
ニングとしても使用されている既存の尺度を基
にカットオフ値が定めている（山蔦ほか，
2016）．本研究では，尺度全体のカットオフ値
として定められている 41 点に基づき，尺度合
計得点が 41 点以上の 7 名を食行動異常ハイリ
スク群，それ以外を非ハイリスク群とした．
　

２．グループインタビューの結果
　グループインタビューによって得られたデー
タ分析は，事前に「体重管理の方法」および「体
重管理に対する捉え方」の 2 つに分類した上で
KJ 法を実施した．「体重管理の方法」に関して
は，自発的に実施していた方法と非自発的に実
施していた方法に分けてカテゴリーを作成し
た．以下，小カテゴリーを「 」，中カテゴリー
を〔 〕，大カテゴリーを【 】で示す．なお，〈 〉
には具体的な内容を記載した（表 2，3）．

２-1． 食行動異常ハイリスク群アスリートの体
重管理方法

　食行動異常度ハイリスク群アスリートの体重
管理方法について 78 の回答が得られた．その
うち 51 の回答が自発的に実施した方法に関す
るものであり，21 件の小カテゴリー，12 件の
中カテゴリー，5 件の大カテゴリー【体重管理
の方法】【体重の管理】【管理に関するマイルー
ル】【過去の体重管理方法】【行動していなかっ
た】が生成された．また，非自発的に実施して
いた方法には 27 の回答があり，そこから 12 件
の小カテゴリー，7 件の中カテゴリー，3 件の
大カテゴリー【過去の体重管理方法】【コーチ
による体重管理】【コーチからの指摘】が生成
された．食行動異常ハイリスク群のアスリート
は，〔食事〕に関連する方法を多く用いており，
なかでも「食事量で調整する（6）」が最も多く
挙げられた．次いで「お風呂に浸かる（5）」も
多く挙げられていたが，本研究における入浴は
減量を目的として意図的に長時間湯船に浸かり
続けている行動を指している．実際のインタビ
ューの中でも，〈400g 減ったら（お風呂から）
あがる〉や〈1㎏増えていたらお風呂に長く浸
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表２  ハイリスク群の体重管理方法

表３  非ハイリスク群の体重管理方法
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かる〉といった内容が見受けられた．
　
2-2． 食行動異常非ハイリスク群アスリートの

体重管理方法
　食行動異常非ハイリスク群アスリートの体重
管理方法について 71 の回答が得られた．その
うち 56 の回答が自発的に実施した方法に関す
る内容であり，22 件の小カテゴリー，13 件の
中カテゴリー，5 件の大カテゴリー【過去の体
重管理方法】【行動していなかった】【体重管理
の方法】【体重の管理】【管理に関するマイルー
ル】が生成された．また，非自発的に実施して
いた方法では，8 件の小カテゴリー，7 件の中
カテゴリー，3 件の大カテゴリー【過去の体重
管理方法】【コーチによる体重管理】【母親から
の指摘】が生成された．非ハイリスク群におい
ても，〔食事〕に関する方法が最も多く用いら
れていたが，〈その日の気分の食べ物を 1 つだ
け食べる〉〈外食のときは気にせず食べる〉と
いった内容を含む「食べ方で調整／ポジティブ

（6）」が最も多く挙げられていた．次いで「水
分を飲まない（5）」が多く挙げられていた．ま
た，非ハイリスク群では非自発的に実施してい
た方法に関する回答が 15 と少なかった．

2-3．体重管理に対する捉え方
　体重管理に対する捉え方について，ハイリス
ク群では 47 の回答が得られ，28 件の小カテゴ
リー，15 件の中カテゴリー，10 件の大カテゴ
リーが生成された．非ハイリスク群では 52 の
回答が得られ，32 件の小カテゴリー，24 件の
中カテゴリー，11 件の大カテゴリーが生成さ
れた（表 4．5）．ハイリスク群では，【体重管
理の困難さ】に含まれる回答が 17 あり，なか
でも〈管理ができていないと感じる〉といった
内容が多く挙げられていたことから体重管理に
悩みを抱えている可能性が考えられる．一方で，
非ハイリスク群では【体重管理への前向きな姿
勢】に関する内容が多く見受けられ，〈あまり
体重について気にしていない〉〈食べた分動け
ばいいと思う〉などの内容が含まれていた．こ
の結果から，ハイリスク群に比べて非ハイリス

ク群は体重管理に関して寛容であった．また，
どちらのリスク群にもコーチおよび親との関係
性に言及する内容が含まれていた．

Ⅳ　考　察
　グループインタビューの結果，審美系競技に
おける食行動異常ハイリスク群・非ハイリスク
群のアスリートは，リスクの高低に関わらず，
食事に関する方法を主な体重管理方法として用
いていた．また，体重管理に対する捉え方につ
いては非ハイリスク群のほうが体重の変動や管
理に対して寛容であった．

１．�食行動異常度の違いにおける体重管理方法
の比較

　体重管理はアスリートにとって，健康を維持
しつつ競技力向上を目指していく上で重要なコ
ンディショニング要素の 1 つであり，さらには
食事との関係が深い行動である．本研究の結果
においても，食行動異常リスクの高低を問わず

〔食事〕に関する方法が主に用いられていた．
具体的な方法についても，食事の量や内容を調
整するなど両群で類似した内容が見受けられた
が，最も回答数が多かったものはハイリスク群
では「食事量で調整する（6）」，非ハイリスク
群では「食べ方で調整／ポジティブ（6）」とい
った違いがあった．AEBS-NV の下位尺度には

「非機能的ダイエット」が含まれており，非ハ
イリスク群では全員が「非機能的ダイエット」
の平均値がカットオフ値である 16 点を超えて
いたことは審美系競技に取り組む女性アスリー
トの体重管理方法を反映していると考えられ
る．
　また，ハイリスク群では「お風呂に浸かる」，
非ハイリスク群では「水分を飲まない」と，両
群とも体内の水分量を制限する方法が〔食事〕
に次いで多く挙げられた．体内の水分量を制限
する方法は食事制限・飲水制限・サウナスーツ
を併用する形で体重階級制競技における減量の
中でも用いられており（相澤，2007），急速減
量と呼ばれている．急速減量とは，1 週間～数
日で体重の 5% 以上の減量であり，減少する体
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表４  ハイリスク群における体重管理に対する捉え方

表５  非ハイリスク群における体重管理に対する捉え方
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重のほとんどは水分であるものを指し（国立ス
ポーツ科学センター，2019），身体および心理
面に悪影響を及ぼすことが指摘されている（藤
本，2015）．また，スポーツ栄養士への相談や
正しい知識に基づいた長期的・計画的な減量が
望ましいとされていることから，試合直前にの
み限定的に実施することが推奨されている方法
であると共に，競技に伴う減量によるコンディ
ショニングへの悪影響が問題視されており，体
重階級制競技においては減量のためのガイドラ
インが作成されている（国立スポーツ科学セン
ター，2019）．しかし，審美系競技においては，
体重階級制競技と異なり，体重に関する明確な
規定やルールが定まっておらずアスリート本人
やコーチの裁量に委ねられている．小清水

（2008）によると審美系のアスリートは日常的
に減量を行っていることが多いことが報告され
ており，日常的な体重管理と減量の境界線が曖
昧になっている可能性が考えられる．本研究で
明らかとなった体重管理の方法を含め，各方法
に伴うリスクを明記した上で審美系競技におけ
る体重管理のガイドラインを作成する必要があ
ると考えられる．

２．体重管理に対する捉え方の比較
　体重管理に対する捉え方では，食行動異常ハ
イリスク群に比べ非ハイリスク群で体重管理に
寛容な捉え方をしている可能性が示唆された．
ハイリスク群で最も多くの回答が得られた【体
重管理の困難さ】では，「出来ていないと感じ
ている」や「強い意志を保てない」といった自
分自身の体重管理について否定的な発言や納得
していない様子が伺えた．須永（2018）は，「摂
食障害になりやすい」とされている心理・行動
の特性とアスリートがもつ特性には似ている点
があることを女性アスリートにおける摂食障害
の原因として指摘している．その特性の一つと
してアスリートにおける完璧を求める特性に類
似した極端な認知である「完璧主義」が挙げら
れることから，食行動に異常傾向がみられるハ
イリスク群ではこのような発言がでてきたとい
えるだろう．一方で，食行動異常リスクの高低

に関わらずどちらのリスク群にも【強制的な体
重管理に対する恐怖心】に含まれる内容がみら
れたことから，行き過ぎた減量の指導や厳しい
体重管理が行われる環境が実際の指導現場に存
在している可能性が示唆された．しかし，リス
クの高低によって体重管理に対する捉え方には
違いが見受けられたことから，指導内容のみな
らず周囲の環境や本人の特性などその他の要因
も大きく影響している可能性が考えられる．こ
のことから，必要な介入によって食行動異常や
適切な体重管理を促すことができる可能性があ
る．
　また，本インタビューでは親およびコーチと
の関係性に言及する内容も含まれていた．日本
オリンピック委員会（2016）は，コーチや親の
みならずマネージャーやスポンサー，医療スタ
ッフやトレーナーなどを含むアスリートと関わ
りを持つすべての人々のことをアントラージュ
と呼んでいる．競技生活を送る上で関わりを持
つ人々は多種多様ではあるが，トップアスリー
トに比べ大学生アスリートやトップレベル以外
のアスリートは，親・コーチ・チームメイトが
主であり，ここからの影響力は大きいと推測さ
れる．実際の指導現場では指導者が多くの役割
を担い，専門家との繋がりや介入が行き届いて
いないことが指摘されている（片桐ほか，
2021）．このことから，管理栄養士や医療の専
門家からのサポートを得やすい環境づくりやシ
ステムの構築はもちろんのこと，アスリート本
人のみならず親やコーチに対する支援や知識を
深めるための教育機会の提供およびアスリー
ト・コーチ・親の三者における関係性の構築へ
の介入が必要であると考えられる．また，アス
リートの成長段階におけるアントラージュとの
関係性の変化についても本研究では明らかにな
っていないため，その過程についても着目する
必要がある．

３．本研究の限界と今後の展望
　本研究では，審美系競技の女子大学生アスリ
ートを対象として食行動異常度の測定およびグ
ループインタビュー調査を行い，具体的な体重
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管理方法および体重管理に対する捉え方を明ら
かにした．その上で，食行動異常リスクの高低
による違いを比較・検討した．しかし，本研究
ではどの時点における体重管理であるか，具体
的な時期を特定しておらず，過去から現在に至
るまでの変化の過程を検討することができなか
った．スポーツ現場の現状を把握し，その変化
の過程を明らかにすることでアスリート個人の
成長段階や競技レベルに合わせた適切な介入方
法を見出すことが可能となり，食行動異常のみ
ならず女性アスリートの三主徴の予防に繋がる
可能性がある．今後，個々の競技生活に付随し
た体重管理方法や，アントラージュとの関係性
における変化やその過程についても明らかにし
ていく必要がある．
　また，本研究の結果ではチームメイトに関す
る内容は全く含まれなかった．これまでの研究
で，自分の体型について親しい他者から指摘さ
れることによって痩身への願望を加速させる可
能性や他のチームメイトが体重コントロールの
ために過度なダイエット行動をしているという
認識は制限的な食行動を促す可能性が示唆され
ている （前川，2005；Scott et al, 2003）．チー
ムメイトは食行動において大きな影響をもたら
す重要な他者である可能性も推測されるため，
チームメイトに焦点を当てた研究も行う必要が
あると考えられる．

Ⅴ　結　語
　本研究の結果から，審美系競技の女子大学生
アスリートは食事に関する方法を主な体重管理
の方法として用いており，これには食行動異常
レベルの高低は影響していなかった．一方で，
体重管理に対する捉え方においては食行動異常
レベルによって違いがみられ，非ハイリスク群
のほうが体重管理に関して寛容で前向きな捉え
方であった．
　また，親・コーチ・アスリートの関係性にも
言及した内容が見受けられた．コーチによる親
およびアスリート本人へ体重管理に関する指導
や指摘のみならず，親もコーチと同じような「監
視」の役割を行っているような内容も含まれて

いたことから，今後はコーチ・親・アスリート
の関係性における変化およびその過程にも着目
していく必要があるだろう．
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